総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２３年度）

テーマ1　小課題番号1.3　　　　山下哲郎（建築学科）
注意：発表論文名・著書名　等

例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略）しても可能です（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入してください）。

著書

なし
査読付き論文

1. 米田良祐、山下哲郎：鉄骨造学校体育館の桁行方向ブレース構造の弾塑性応答変形推定、日本建築学会技術報告集、No.42、pp.501-506、2013.6
国際学会論文（査読付も含む）

なし
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 山下哲郎：置屋根支承部の実験、建築研究開発コンソーシアム　鉄骨置屋根構造の耐震性能に関する研究会資料、「鉄骨置屋根構造の被害分析および耐震診断の進め方」、pp.100-110, 2013.9
2. 山下哲郎：「大空間施設の総合的耐震性能を考える―東日本大震災を経験して」の概要、日本建築学会建築雑誌、Vol.128、No.1649、pp.26-27
招待講演
なし
口頭発表

1. 竹内良太・白鳥和希・山下哲郎、鉄骨空間構造上屋と下部RC 躯体をつなぐ支承部の繰り返し加力実験　その1　実験概要、日本建築学会大会、2013年
2. 白鳥和希・竹内良太・山下哲郎、鉄骨空間構造上屋と下部RC 躯体をつなぐ支承部の繰り返し加力実験　その2　繰り返し荷重に対する挙動、日本建築学会大会、2013年
外部資金の獲得

なし
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

なし
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

なし
博士

なし
修士2名

学士9名
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）
なし
